
                     NO.7  
平成 13 年度 再評価実施事業(国庫補助事業)調書 

事業所管部局 厚生労働省健康局水道課 

計 画 事 業 名 相模貯水池大規模建設改良事業 事 業 担 当 局 水道局 

事 業 採 択 年 度 着手年度 Ｈ９年度 認可・承認等年度 Ｈ９年度 

経 過 年 数 ５年 該 当 条 項 事業採択後５年間を経過 

完 了 予 定 年 度 H３１年度 関 連 事 業 名  

①事業目的 
神奈川県の貴重な水がめである相模貯水池においては，ダ

ムの宿命である堆砂が進行している。本事業は，県内の水

道事業体，工業用水道事業体等と共同して相模貯水池の貯
水容量を回復し，安定的な水道水，工業用水の供給を確保

するものである。 

④事業採択時の背景及び契機 
本事業は平成５年度から実施していたが，平成９年度に水道

水源開発等施設整備費国庫補助（水道水源開発施設改築事業

費）の交付要綱が改正され，補助対象事業となった。 

②事業内容 

主  体  神奈川県企業庁 

期  間  平成５年度～平成３１年度 
工事内容 

堆砂の浚渫，流路整備，貯砂ダム等の設置，河床のポケ
ット化を実施し，貯水池の年平均４０万立方メートルの土砂流

入に対して，年間５５万立方メートルの土砂を除去し，事業開

始時の堆砂率２９．７％を事業終了時の平成３１年度におい
て２５．５％まで改善する。 

⑤事業採択(着工，未着工)から基準年を経過している主な理由 

堆砂による貯水池上流域の洪水災害の防止，浚渫した土砂の

陸揚場のスペース，搬出のルート等の制約により，事業期間が長
期にわたることによる。 
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③事業費規模（単位：百万円） 

(1)総事業費 
（神奈川県，横浜市，川崎市，

横須賀市の負担額合計）  

63,000 

(うち 国庫補助金  8,597) 
(2) 残事業費 48,618 

川崎市の事業費内訳 
(1)総事業費 19,667 

上水負担分  14,052 

工水負担分  5,615 
(うち 国庫補助金 3,245) 

上水負担分  2,950 
工水負担分  295 

(2) 残事業費 15,181  

⑥現状の課題 

平成５～１１年度の前期計画では，浚渫は順調に進んだもの
の，流入土砂抑制対策である貯砂ダム計画が遅れている。 

事業開始時 堆砂量 １，８７４万立方メートル 

      堆砂率  ２９．７％ 
平成１２年 堆砂量 １，８４５万立方メートル 

  １２月末 堆砂率  ２９．２％ 
平成１２年度からの中期計画においては，貯砂ダムの計画の

遅れを補完する対策としての河床のポケット化を進める。 

 

評 価 の 概 要 本事業によって相模貯水池の貯水容量を回復することにより，安定的な水道水の供給を確保することができる。 
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相模貯水池は，将来にわたり，神奈川県内の水需要にとって必要不可欠な水源であり，本市水道事業にとっても貴重な水源

である。堆砂の浚渫，貯砂ダムの設置等を継続的に実施し，相模貯水池の延命を図ることは，新たな水源開発に準じるものと位

置づけられ，将来にわたって市民に安定的に水道水を供給するためには本事業を継続する必要がある。 
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①対応方針案 
 

継続・中止・休止 

 
②対応方針案の考え方 

水道は市民生活に必要不可欠なライフラインであり，安定的な水道水の供給を確保しなければならない。 

安定的な水道水の供給を確保するには，県内の水道事業体，工業用水道事業体等と共同して相模貯水池の貯水容量を回
復する必要があるため，本事業を継続することとしたい。 

 


